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①自然増減  

2008 年（平成 20 年）まで、ほぼ横ばいで推移してきたが、出生率の低下・母親世帯人口の

減少の影響もあり、出生数が減り続けている。その一方で、高齢者数の増加により、死亡者数が

微増となっており、「自然減」の時代に入っている。 

②社会増減 

1993 年（平成 5 年）までは、転出が転入より多かったが、1995 年（平成 7 年）以降は、

2008 年（平成 20 年）まで、ほぼ転入が転出を上回っている状況であった。しかし、2014年

（平成 26 年）以降は転出が転入を上回る状況が続いている。 

の時代に入っている。 
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町の人口の推移と長期的な見通し

社人研 町独自推計

【将来展望の仮定】 
◆合計特殊出生率  

 現在の 1.63 の維持を目標にしつ

つ、長期的には 2.07を目指す。 

◆社会増減 

 定住対策による転入増 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 人口ビジョン（案）【概要版】 

１ 人口の現状 
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2
合計特殊出生率の推移と比較

全国 北海道 芽室町
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Ⅱ 人口の将来展望 

自然減、社会減の傾向がこのまま続けば、2060 年（令和 42 年）の人口は 10,892 人まで

減少【国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計準拠】 

【人口減少の影響】 

 ◇生産年齢人口の減少に伴う労働力不足、地域経済規模の縮小、基幹産業の衰退 

 ◇老齢人口増加に伴う医療福祉分野の労働力不足、社会保障費の負担増 

 ◇年少人口減少に伴う地域活力の低下、地域文化の継続困難 

めざすべき 

 

将来の方向 

Ⅰ 芽室らしさを再認識し、新たな雇用の場を創出する。 

Ⅱ 誰もが活躍できる社会づくりを進める。 

Ⅲ 子育て世帯が暮らせる環境を整え、新たな人の流れをつくる。 

Ⅳ 出生率向上のため、阻害要因を取り除く取り組みを進める。 

Ⅴ 住み慣れた地域で、安心して住み続けられる地域づくりを進める。 

 

【将来展望】 

 

◆2060 年の人口 12,167 人 

 

※2060 年社人研推計より約 1,200 人

の人口増 

 

施策効果 約 1,200 人 

２ 人口の将来展望 

芽室町は 2016 年～2018 年のデータ未確定（2016 年データは近日中に判明） 



第２期芽室町まち・ひと・しごと創生総合戦略（人口ビジョン・総合戦略）の全体像　　　　　　　　　　　
　

【戦略期間：令和2～6年度】

※KPI（Key　Performance　Indicator）。施策ごとの進捗状況を検
証するために設定する指標をいう。

横断的な目標

（２）輝くまちづくりプロジェクト
～地域資源を活用し
　　ひとが育ち・集う魅力的なまちをつくります～
　○（仮称）ジモト大学への参加者数　　　　10人（年間）
　○文化活動がしやすいと感じる町民の割合　45.0%
　○スポーツしやすい環境であると思う町民の割合　95.0%

◆数値目標

　◇町の行政サービスに満足している

　　　　町民の割合　5年後も80.0%以上

ま
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　◇生涯学習の機会が充実していると思う

（３）観光振興プロジェクト
～まちの観光拠点である新嵐山を活用し
　　個性を活かした観光地域をつくります～
　○新嵐山スカイパーク利用者数　　513,000人（年間）

み
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国の政策分野４
「ひとが集う、安心して暮らすことができる
魅力的な地域をつくる」

【基本目標４】
　ひとが集い、誰もが安心して
　暮らすことができる魅力的な
　まちづくりを進めます。

（１）安心生活プロジェクト
～誰もが健康で自分らしく笑顔で
　　安心して暮らせるまちをつくります～
　○芽室町の福祉サービスに満足している高齢者の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81.8%
　○住んでいる地域は、住民同士支え合う体制が
　　　　　　　　できていると思う町民の割合　80.0%以上
　○地域の活動に参加している町民の割合　　　55.0%以上

国の政策分野２
「地方とのつながりを築き、地方への新しい
ひとの流れをつくる」

【基本目標２】
　新たな人の流れをつくる
　取組を進めます。

（１）定住促進プロジェクト
～住んでみたくなる、住み続けたくなる
　　魅力あるまちをつくります～
　○子育て世帯の住宅取得に係る奨励制度活用件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　5年間で250件
　○芽室町に住み続けたいと思う町民の割合　95.0%以上

　◇芽室町外からの観光入込客数

　　　　　　5年度に209,000人（年間）

長
期
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と
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◆子どもを産みたいときに産める環境づくり
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　　　　　　　　　　　5年間で250人

◆保育事業の充実
　◇合計特殊出生率　5年度も1.63を維持

◆子どもセンターの安定的な運営　◇育児が楽しいと感じる親の割合

◆数値目標

国の政策分野３
「結婚・出産、子育ての希望をかなえる」

【基本目標３】
　安心して子育てできる
　まちづくりを進めます。

◆子育て世帯定住に対する新生活の応援

◆空き地・空き家の情報の提供

◆Ｕ・Ｉ・Jターン希望者に対する情報提供

◆地域包括ケアシステムの構築

◆障がい者の就労支援体制の強化と生活支援

◆災害に強いまちづくりの推進

◆地域公共交通の維持・確保

◆地域コミュニティの活性化

◆小さな拠点の形成

◆公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進

◆地域間連携の促進

◆地域に根差したまちづくりの人材育成

◆地域文化の形成とスポーツ環境の充実

◆地域資源を活用した観光の振興

　　　　町民の割合　5年後に45.0%以上

　　　　　　　　　　　5年間で1億円

　　　　　　　5年後も90.0%以上を維持

◆数値目標 （２）雇用促進プロジェクト
～誰もが希望する働き方で
　　いきいきと輝けるまちをつくります～
　○町の支援により企業した人数　　5年間で10人
　○就労支援事業所から一般就労した方の人数
　　　　　　　　　　　　　　　　　5年間で12人

　◇町内企業数　5年後に21社増

　◇就業者数　　5年間で50人増

◆子育て世帯の経済負担の軽減・子どもの貧困対策

（１）安心子育てプロジェクト
～子どもを産み育てやすい環境をつくります～
　○安心して子育てができる環境であると思う町民の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90.0%以上
　○不妊治療費助成件数　15件
　○保育所待機児童数　　0人を維持

◆妊娠から出産、子育ての不安を解消する体制の整備

国の政策分野１
「稼ぐ地域をつくるとともに、安心して稼げ
るようにする」

【基本目標１】
　安定した産業と雇用を創出
　し、誰もが活躍できる社会
　づくりを進めます。

（１）産業活性化プロジェクト
～まちの優位性・独自性を活かし
　　経済・産業が活性化するまちをつくります～
　○農業生産額　　　　5年後に314億円
　○製造品出荷額等　　5年後に900億円
　○工業団地企業数　　5年後に284社

◆担い手の育成・確保と労働力支援体制の整備

◆食育・地産地消に関する事業の拡充（農業の応援団づくり）

◆芽室町農畜産物のPRと販路拡大の支援

◆農業生産性の向上

◆中心市街地の活性化と地域内経済循環の促進

◆新工業団地（第6工業団地）の造成と企業誘致・企業支援

◆起業に対する支援

◆障がい者雇用の促進

◆数値目標 ◆若者定住に対する支援
　◇転入者数（奨励制度による転入者数） （２）関係人口創出プロジェクト

～多様な形で地域に関わり
　　まちづくりに参加する関係をつくります～
　○芽室町が好きな町民の割合　　95.0%以上
　○ふるさと納税の寄附件数　　　8,000件以上

◆シティプロモーションの推進

　◇企業版ふるさと納税の寄附金額

第2章 総合戦略（案）

将来像 理　念 基本目標（◆数値目標）
講ずべき施策(基本的方向)

◎重点プロジェクト（KPI※）
重点プロジェクト実現のため

◆主な具体的取り組み
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